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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017 年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡
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INFORMATION

所代表、元シーザーペリー&アソシエーツジャパ
ン執行役員・大阪事務所所長）を迎え、「SDGs
の視点からニューヨークの都市公園を読み解く」
と題して、パークマネージメントについての最新
事例報告を実務者の視点で語って頂きます。
ぜひ、ご参加下さい。
日時　7月19日（金）　18：30〜20：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　学生･大阪府建築士会新入会員　
　　　　（2018年度以降入会）無料
懇親会　会費4,500円（予定）

建築士の会「堺・高石」我がまち再認識&カフェ
〜泉北ニュータウンとその周辺の変化〜
7/28　CPD2単位（予定）

泉北ニュータウンやその周辺では、土地や建物
の利用転換やリノベーション・リフォームなどの
変化が起きています。それらを巡り、地元で仕事
や活動をされている方のお話を聞き、まちの未
来を探ります。
日時　7月28（日）　9：45〜16：30
会場　槇塚台レストラン、府営住宅や戸建空家

の福祉転用、農家をリノベーションした「そ
ば処片蔵」・「畑キッチン結」、大阪府住宅
供給公社茶山台団地、レモンの街ストー
リー、DIYモデルルーム・工房、桜井神社、
上神谷米産地田園地帯（専用車で移動）

定員　15名（申込先着順。締切7/16）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　昼食及びお茶費用別途
当日運営にご協力頂ける堺市内在住又は在
学の学生スタッフを募集（定員15名のうち
2名。参加費不要）

建築課外授業Vol.4
童謡の故郷「龍野」旧城下町とうす
くち醤油資料館見学
8/3　CPD4単位

童謡赤とんぼの里、白壁と醤油蔵がつづく小さ
な城下町「播磨の小京都」龍野を訪ねます。
うすくち竜野醤油資料館から揖保乃糸資料館
を見学しそうめんの里で本場そうめん料理をい
ただきます、昼からは醤油蔵の続く街並みや白
壁の美しい武家屋敷通りを街歩きします。
ぜひ、ご参加下さい。
日時　8月3日（土）
　　　9：15　JR姫路駅　集合
　　　16：00　JR本竜野駅　解散
定員　40名（申込先着順）
参加費　会員2,500円　会員外3,000円
　　　　※交通費：本竜野〜東觜崎 往復、
　　　　　資料代・昼食代 含む。

第63回大阪建築コンクール　
受賞者講演＆トークセッション
10/18　CPD2単位（予定）

大阪建築コンクールは、建築士と社会との関わ
りを通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実

令和元年度木造建築技術基本研修会
さしがね術の基本講座
8/25・9/29・10/27・11/24

建築技能者及び建築技能修得希望者等を対
象として、木造建築在来工法の基礎となる「さし
がね術の基本」を4日間で修得いただきます。
主催　（一財）大阪住宅センター
日時　8月25日（日）、9月29日（日）
　　　10月27日（日）、11月24日（日）
会場　（一財）大阪住宅センター会議室
　　　大阪市中央区南船場4-4-3
　　　心斎橋東急ビル4F
定員　20名
受講料　7,000円（4日間通し）
問合　（一財）大阪住宅センター
　　　Tel.06-6253-0252

第65回 アイカ現代建築セミナー
大阪会場
9/26　CPD2単位

MA Yansong（マー・ヤンソン）氏による近作に
ついてのセミナーです。
主催　アイカ現代建築セミナー実行委員会
講師　MA Yansong/MAD Architects
テーマ　「近作について」
日時　9月26日（木）　18：30〜20：00
　　　（開場18：00）
会場　大阪国際会議場メインホール1F
　　　大阪市北区中之島5-3-51
定員　1,700名
入場無料（申込制・応募者多数の場合抽選）
申込期間　5月7日（火）〜7月31日（水）
　　　　　18：00まで
申込方法　下記のHPより必要事項を入力
申込先　http://www.aica.co.jp/seminar/ 
問合　アイカ現代建築セミナー実行委員会
　　　事務局（㈱建報社内）
Email：aicaseminar@kenchiku.co.jp

第3回片岡安賞（日本建築協会論
考コンクール）

日本建築協会100周年を機にスタートした論考
コンクールも3年目を迎えました。今年度も第3
回目の論考の募集をします。
主催　（一社）日本建築協会
募集テーマ　建築におけるダイバーシティとは
審査方法

全審査委員による査読の上、一次審査を行
う。一次審査により選出されたものを対象と
し、公開プレゼンテーションを開催する。その
後最終審査を行い、受賞論考を決定する。

執筆要領　頁数は、会誌『建築と社会』掲載
時4頁（12,000文字程度）。

応募締切　10月31日（消印有効、電子投稿
　　　　　の場合23時50分）
提出先　（一社）日本建築協会
　　　　Tel.06-6946-6981
詳細は、日本建築協会HPをご覧ください。

推薦いただいた方の中から、抽選で50名様に
図書カード（500円分）をプレゼントします。

令和元年度建設リサイクル法説明
会（第1回）
8/1

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）」のほか、建築物等の
解体等作業に伴うアスベスト関係法令等に関
する説明会を開催します。
主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設リ

サイクル部会（大阪府と建築主事を置
く府内17市で構成）

日時　8月1日（木）　13：30〜16：30
　　　（受付開始13：00）
会場　大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）

2F　咲洲ホール
　　　大阪市住之江区南港北1-14-16
定員　200名　参加費　無料
申込期間　6月3日（月）〜7月25日（木）
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3092）

住宅メンテナンス診断士R講習会
第43回大阪会場
8/6　CPD5単位（予定）

木造住宅「メンテナンス・維持管理」の基礎講
習会です。
主催　（一社）住宅長期支援センター
内容（予定）
　◦住宅のメンテナンスとその診断

◦住宅のメンテナンス診断業務の基本と流れ
　◦木材劣化とその診断技術
　◦外装の劣化と診断
　◦調査・点検と「いえかるて」の活用事例
　◦資格認定試験
日時　8月6日（火）　9：25〜16：50
会場　新大阪丸ビル別館4-3会議室
　　　大阪市東淀川区東中島1-18-22
最寄駅　JR新大阪駅（東口下車）
定員　80名（先着順受付）
申込締切　7月30日（火）
　　　　　但し、定員になり次第締切
問合　（一社）住宅長期支援センター
　　　Tel.06-6941-8336

績をたたえ、建築作品の設計者である本会会員
を表彰するものです。第63回を迎えた今回、大
阪府知事賞および渡辺節賞の受賞者による
講演会を企画いたしました。
受賞作品のお話はもちろん、建築に対するそれぞ
れの思いを語っていただきます。また、審査委員と
のトークセッションやパネル等の展示も行います。
日時　10月18日（金）　19：00～20：40
会場　大阪工業大学梅田キャンパス203
　　　大阪市北区茶屋町1-45
参加費　無料（申込不要） 

木の本質を学び森と水の恵みを考
える研修ツアー
10/19、10/20　CPD8単位

吉野林業発祥の地 川上村にて木材の川上か
ら川下までを学ぶ見学バスツアーです。380年
人工美林を体験し、200年杉伐倒見学、巨大
ダム内部見学、吉野杉の家見学など盛りだくさ
んな内容です。川上村企画サポートによる自然
を堪能するツアーです。
日時　10月19日（土）　10：00
　　　大和上市駅集合（時間厳守）
場所　奈良県川上村にて
定員　35名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員22,000円
　　　　後援団体会員24,000円
　　　　一般26,000円

「第33回大阪市ハウジングデザイ
ン賞」推薦募集

大阪市内で魅力ある良質な「共同住宅」「長屋」
「戸建住宅の集合」を表彰します。
募集期間
　令和元年6月20日（木）〜7月20日（土）
対象となる集合住宅
　大阪市内で建設された「共同住宅」「長屋」
　「戸建住宅の集合」で、次に該当するもの
①新築

平成26年4月1日から令和元年5月31日の
間に建築したもの（概ね築5年以内）。

②既存建物の改造等
平成26年4月1日から令和元年5月31日の
間に優れたリフォームやリノベーション等をし
たもの（概ね工事後5年以内）。

③維持管理
平成11年5月31日までに建築し良好な維持
管理がなされているもの（築20年以上）。

※大阪市、大阪市住まい公社及び独立行政
法人都市再生機構等の公的団体が①②③
の事業者等である住宅を除きます。

問合　大阪市都市整備局企画部住宅政策課 
　　　民間住宅助成グループ
　　　Tel.06-6208-9226

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

第39回大阪都市景観建築賞推薦募集
推薦期間7/1〜7/31

美しく、個性と風格のあるまちの景観づくりを進
めていくために、周辺景観の向上に資し、かつ、
景観上優れた建物やまちなみを表彰します。皆
様から推薦いただいた建物や建物を中心とした
まちなみについて審査し、賞が与えられます。
対象　大阪府域内の「建物」及び「建物を中

心としたまちなみ」
建物　平成26年8月1日から平成30年7月

31日までに完成したもの
建物を中心としたまちなみ
　平成30年7月31日までに完成したもの
受付期間
　令和元年7月1日（月）〜7月31日（水）
推薦方法

HP（http://osaka-machinami.jp/）から電子
推薦してください。設計者等の自薦の方は、自薦
専用書式をHPよりダウンロードし応募ください。

木造建築の現状と技術的可能性講習会
〜グローバルトレンドと将来的展望〜
7/6　CPD3単位

「木造建築の現状と技術的可能性」は、前回
の木質系大スパン建築物の可能性に続き、都
市における中大規模建築物への木材利用促
進を広範囲に進め、一般化していくために何が
必要かを日本の現状と海外事例の分析により
追求し、新しい技術、法制度、経済的課題など
について具体的な方策を紹介する企画です。
CLT建築物の普及障害要因とそれを克服する
国際的な情報と技術、特に接合部、さらにNLT

（Nail Laminated Timber）の利用メリットに
ついても解説します。
共催　大阪府木材連合会、関西広域木造建
　　　築普及促進協議会
日時　7月6日（土）　13：30〜
会場　林野庁 近畿中国森林管理局
講師　京都大学 生存圏研究所教授
　　　五十田博
　　　カナダ林産業審議会日本代表
　　　ショーン・ローラー
　　　SMB建材㈱木構造事業本部副本部長  
　　　兼 木構造建築部長
　　　小川嘉男
最寄駅　JR桜ノ宮駅下車西口徒歩5分
参加費　本会・共催団体会員1,000円
　　　　一般2,000円 
　　　　昨年度および本年度入会会員・
　　　　学生500円
懇親会費　5,000円
定員　80名（申込先着順） 

国際茶楼Vol.6
「グランドゼロからの出発 ニューヨーク
海外研修」報告会―SDGsの視点から
ニューヨークの都市公園を読み解く―
7/19　CPD2単位

今年の2月に開催した建築士会海外研修旅行
の報告会を行います。さらに、アメリカでの滞在
経験のある髙原浩之氏（㈱HTAデザイン事務

建築士定期講習
8/8、9/19、10/28、11/28、12/17
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
28年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※8/8（木）	 大阪国際会議場	 200名
　9/19（木）	 大阪国際交流センター	200名
※10/28（月）	 大阪国際会議場	 200名
　11/28（木）	大阪府建築健保会館	 90名
※12/17（火）	大阪府建築健保会館	 90名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成28年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和元年度 大阪府ヘリテージマ
ネージャー育成講座（全10日間）
8/24・9/7・9/28・10/5・10/12・11/2・11/16・
12/7・12/21・1/18（予定）
CPD1日4単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさら
なる歴史文化遺産を発見し、既に指定されてい
る文化財建造物や登録文化財等の活用と保
存を推進し、まちづくりに活かす能力を持った人材

“ヘリテージマネージャー”を育成することを目的
に行う講習会です。全10日間の講座（講義時間
数は例年通り合計40単位）で歴史、修復技術、
実測実習、保存活用などの基礎を学びます。
日程　8/24・9/7・9/28・10/5・10/12・11/2・

11/16・12/7・12/21・1/18（予定）
時間　各13：00〜17：00
会場　調整中
募集　20名（申込先着順）
受講料　会員25,000円　会員外30,000円
　　　　（予定）
詳細発表

7月22日（月）予定、申込は本会ホームペー
ジからWEB申込してください。

※詳細は本会ホームページをご覧ください。

会場　大阪府建築士会会議室
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<申込方法>
日本建築士会連合会HPよりお申込みください。

建築士法にもとづく建築技術講習会
京都スタジアム建築技術講習会
7/30　CPD3単位

本講習会では、「京都スタジアム」に用いられて
いる新技術や現場の工夫などについて本建物
の設計担当者・施工担当者から解説していただ
き、全貌をわかりやすく紹介します。当日の施工
状況として、屋根鉄骨建方が完了した段階であ
り、躯体工事完了後の状況をご覧頂けます。
日時　7月30日（火）　14：00〜16：30
会場　京都スタジアム
定員　50名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円　学生1,000円

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《一般診断法》
9/4・12/4　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①9月4日（水）　②12月4日（水）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住宅

の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
既存木造住宅の耐震診断・改修講
習会《限界耐力計算法》
8/2・1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月2日（金）　②1月29日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
7/2、9/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　7月2日（火）、9月4日（水）
　　　※10月以降も開催を予定しています。
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習7/11　CPD5単位

平成28年6月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」に関する説明が義務付
けられました。調査の実施は、登録機関の講習
を修了した建築士のみに認められており、建築
士の新たな業務として期待されています。
日時　7月11日（木）　10：00〜17：50

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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市民が参加した防災訓練『枚方ひこ防’z
2019』を 6 月 16 日に実施しました。
訓練当日は午前 9 時に訓練を知らせるエ
リアメールを市民の携帯電話に流して注
意喚起を行い、市内 4か所の小学校の避
難所を開設しての避難所運営訓練、枚方
市駅前の公園に防災関連企業の啓発ブー
スを設置する等、市内の各所で一斉に防
災訓練が行われました。
枚方市と市避難所の応急危険度判定の協
定を結んでいる本会にも参加の要請があ
り、地域の判定士連絡網に登録している
本会判定士 6 名が参加しました。
枚方市では、地震発生初動期は施設の所
属職員が応急危険度判定を行うこととし
ており、参加した判定士は、枚方保健所
の判定訓練に同行し、建物のチェックの
方法や危険度の判断について、市職員に
レクチャーしました。

 
 

本会元役員の稲葉繁夫氏（㈱繁構造設計
事務所相談役）が 5 月 30 日に、黄綬褒
章を受章されました。
氏は 46 年以上に亘り建築構造設計に精
励するとともに、昭和 52 年に本会に入会
され、25 年間本会役員として建築業界発
展に寄与された功績が評価されました。
氏は、昭和 61 年から現青年委員会の委
員長として、青年層の活動拡大に尽力さ
れ、今日の青年委員会の礎を形創られま
した。また、4 年間本会の監事を務めら
れ、平成 26 年には建築物の耐震診断・
補強設計を判定する第 3 者機関である本
会「建築物耐震評価委員会」の設立及び
副委員長として運営に重要な役割を果た
されるなど、本会活動の中で多岐に亘っ
て大きな功績を残されています。

懇談では、提言内容の具体化方策や
2025 年の大阪・関西万博の終了後に関
西経済等が停滞しないための対策が望ま
れ、提言の実現に向けて今後とも両会と
連携することとしました。
なお、提言書は本会ホームページから閲
覧していただくことができます。

 

本会は、国交省の「空き家対策モデル補
助事業」に、大阪府及び「大阪の住まい活
性化フォーラム」と共同で応募しました。
本事業への応募は、昨年度泉佐野市と連
携して行った「泉佐野市特定空家寄附受
け事業」に続くもので、今年度は、「空き
家等既存住宅流通市場活性化に資するイ
ンスペクション等普及啓発事業」です。
本事業は、住宅売買時に売主・買主が安
心して売買ができるよう、インスペク
ション及び瑕疵保険の普及・啓発による
既存住宅流通市場の活性化を図り、空き
家の発生を抑制しようとする取組です。
今後、国交省の採択審査を経て、7 月中
旬頃に審査結果が公表されます。
 

昨年の大阪北部地震では枚方市で震度 6
弱を観測し、1 年経った今、枚方市では
この教訓を忘れず、震度 6 強を想定して、

5/ 28 日本建築士会連合会理事会
  大阪府建築士事務所協会総会　
5/ 29 大阪府収用委員会

  和歌山県建築士会総会
6/ 4  まちづくり提言シンポジウム
6/ 6 KENTEN2019優良製品・技術表彰式
6/ 7 大阪府不動産鑑定士協会総会
6/ 11 提言書大阪商工会議所説明
6/ 13 京都府建築士会総会
6/ 17 大阪府収用委員会
6/ 19 理事会・正副会長会議
6/ 20 日本建築士会連合会総会
6/25  提言書関西経済同友会説明

昨年の大阪北部地震における被災者支援
活動に対して、6 月 19 日の理事会で福
岡洋一茨木市長からの感謝状を岡本会長
に贈呈いただきました。
本会は、大阪北部地震発生時に応急危険
度判定士延べ 68 名、7 月中旬から 8 月
末まで毎日開催された「茨木市民の住宅
無料相談会」に建築相談員を延べ 65 名
派遣しました。

在阪建築 4 団体の会長・支部長及び徳
岡委員長は、関西の活性化を目的とし
て 4 会 共 同で作 成した「ARCHI-4　
KANSAI 提言書」を、6 月 11 日に大阪
商工会議所の西村貞一副会頭他 4 名の幹
部、6 月 25 日に関西経済同友会池田代
表幹事他 2 名の幹部にお会いして説明を
行いました。

動静レポート

大阪商工会議所幹部と建築 4 団体の皆様

茨木市総務部の佐々木参事（右）と会長

関西経済同友会幹部と建築 4 団体の皆様

枚方保健所における応急危険度判定訓練

会長動静

大阪府等と連携して国交省空き家モデ
ル補助事業に応募

社会貢献部門 

枚方市総合防災訓練『枚方ひこ防 ｚ̓
2019』への参加

社会貢献部門 

茨木市長から大阪北部地震の本会活動
に対し感謝状を授与

社会貢献部門

まちづくり提言書を大阪商工会議所及
び関西経済同友会に説明

運営部門

稲葉繁夫氏が黄綬褒章を受章

運営部門
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提言後のこれからが本番となります。提
言書をぜひお読みいただき（※本会の
ホームページに掲載）、提言に対する多
くのご意見や、提言実現へのご協力をい
ただきますよう宜しくお願い致します。  

2018 年には多くの自然災害が身近に発
生しました。台風により関空連絡橋にタ
ンカーが衝突して鉄道と道路が閉鎖され
るという、誰も想定していなかったこと
が起こることを目の当たりにし、また、
物資供給の停滞や人手不足で復旧、復興
が迅速には進まないということも実感さ
れました。平成に起こった大震災をはじ
め、多くの災害による日常生活や企業活
動の支障を経験し、また発生確率が高
まっている南海トラフ地震への備えから、
近年 BCPという言葉が広く語られるよ
うになって来ました。こうした背景の中、
BCPとして具体的に何をどう計画し、
準備しておけば良いのかという疑問に答
えてくれる講習会が開催されました。
講習会の最初、「巨大災害に対応する
BCPの重要性」と題した兵庫県立大学
大学院の紅谷先生のお話では、昨年近畿
圏を襲った地震と台風の被害を振り返り
ながら、直面した困難や対応上の教訓を

在阪建築四団体（本会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日
本建築協会）は、2025 年大阪・関西万
博を視野に入れ関西のまちを未来へ発展
させる共同提言を策定し、提言に関する
本シンポジウムを開催しました。
まず、提言委員会の徳岡浩二委員長から
主旨説明があり、続いて各提言委員より、
関西の環境・文化や人材を活かし創造的
にまちづくりを行なっていく提言（「ひ
とのつながりが創り出す未来」など 6 項
目）について詳しく解説がありました。
続いて、四団体代表のコメントとして、
岡本森廣会長から「人と人との関係性を
デザインする私たちは行政等と協力す
る必要がある。」をはじめ、「我々の取組
みを上手くアピールしていかなければ。」

「様々なプロジェクトに構想段階から建築

Topics

踏まえて、企業や自治体の BCPとして
何が重要なのかが示されました。
続いて「西宮市第二庁舎（危機管理セン
ター）：防災拠点施設における BCP 対策」
では、山下設計の河野さんから、自治体
の防災・危機管理拠点として機能するた
めの施設づくりについて、建築、設備両
面からきめ細かく考えられた方策が語ら
れました。
さらに「河内長野ガス本社・防災支援施
設における BCPの取組み」では、関西
ビジネスインフォーメーションの李さん
と河内長野ガスの大本さんから、環境配
慮と BCP・CCP（地域防災協力）を柱
として設計された施設の紹介と実際の運
用状況の説明がありました。建物のエネ
ルギー使用が継続的にモニタリングされ
ていると共に、自治体や市民団体との勉
強会や住民参加のイベントなどを通じて
BCPが地域や関係者に浸透しており、サ
ステナビリティと BCP・CCPが日常的

士が関与していく活動を行いたい。」「市
民参加の大イベントを開きたい。」などが
ありました。
再度、各提言委員からは、万博後の将来
のまちのあり方を想像すること、経済界
との協力関係、空家のストック活用が大
切とする意見など相次ぎました。最後に、
四団体が提言の実現に向けて議論を深め、
取組みを進めていくことで締めくくり、
本シンポジウムは盛況に修了しました。
さて、私も提言委員会（計 16 名で構成）
の一員となり、委員皆様と約 1 年、関西 
のまちづくりに関し議論する機会を与え
ていただき感謝しております。特に、策
定作業を通じ再認識したのは、関西には
まちの魅力、人の力があるが、今後の建
築活動やまちづくりの善し悪しが関西の
将来の行く末を左右してしまう事です。

に一体化している素晴らしい事例でした。
実際に災害が起こった時に本当に何が役
立つのかを考えた時、施設整備や備蓄と
いったハードウェアの充実と共に、BCPが
十分機能するためのしっかりとしたソフト
ウェアも欠かせません。そして BCPが日
常の生活や仕事の中に組み込まれていれ
ば、いざというときによりスムーズに機能す
るに違いありません。そのためにも、今後
もあちこちで起こると思われる災害から教
訓や知見を得て共有し、BCPをより実効
性の高いものに見直していくことが重要で
あるということを強く感じた講習会でした。

主旨説明中の徳岡委員長と発表者

会場風景

「災害時における事業継続が可能な建築物の対策」
日程：平成 31 年 3 月 26 日（水）　　会場：大阪府建築健保会館 6 階ホール　　参加者：48 名

富田昌義（研修委員会委員）

ARCHI-4KANSAI まちづくり提言シンポジウム報告
日時：令和元年 6 月 4 日（火）　　会場：竹中工務店いちょうホール　　参加者：130 名

北野幹夫（まちづくり委員会担当理事）
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Gallery 建築作品紹介 松山東雲女子大学・短期大学　A館 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

四国唯一の女子大学におけるキャンパス再生プロジェクト。老朽校舎の
建替えにより全体面積を縮小しながらイメージを一新し、運営基盤を再
構築することが本事業の目的である。大小の教室から成る計画建物は、
正門から奥の広場につづく新たなメインストリートを形成するために、
既存棟と屋外廊下でつながる形式とした。これまで壁のように存在した
急勾配の階段と板状建物を解体し、周辺地域と大学の親和性を大きく向
上させている。建物のグラウンドレベルを開き、外部化した階段や通路
をストリートに集約することで、学生の活動が風景となるような活気あ
るキャンパスへの再生を目指した。　　　　　　（浜谷朋之・堀田健太）

所 在 地：愛媛県松山市
用　　途：学校
竣　　工：2019.03
構造規模：S 造 3 階
敷地面積：38,060.50㎡
建築面積：932.00㎡
延床面積：1,932.10㎡
写　　真：野口兼史
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Gallery 建築作品紹介 カトリック芦屋教会　司祭・信徒館 設計：安井建築設計事務所 
施工：コーナン建設

芦屋川に沿って建つカトリック芦屋教会の司祭・信徒館の建替え計画。
1 階に事務所・司祭住居・公衆トイレといったプログラムを集約し既存
聖堂床レベルと合わせた 2 階に川を望める大きなホールを配置している。
各室には軒下の半外部空間からアクセスする形式とし、厳しい建蔽率
制限の中で最大容積を確保しながら豊かな外部交流空間を創出した。
景観地区の規制である勾配屋根は、教会への視線を遮らない形状の片流
れとし、ホールの天井として表出させることで天井高の高い開放的な
ホールとした。地域に愛され育まれてきた教会建築とコミュニティがこ
の建築によってさらに発展することに期待したい。（松本猛、杉江順哉）

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：事務所、
　　　　　ホール他
竣　　工：2018.12
構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：1,263.29㎡
建築面積：164.48㎡
延床面積：272.81㎡
写　　真：エスエス
　　　　　津田裕之
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Gallery 建築作品紹介 認定こども園 砂川幼稚園 設計：栞・一級建築士事務所
施工：杉本建設

約 50 年の歴史ある地元密着型幼稚園の建替計画です。国・府・市の各
行政の指導により、認定こども園の幼稚園として計画しました。
敷地内に、スクールバス・送り迎えの車の安全を配慮した、幼稚園では
珍しい「ロータリー」を計画します。この「ロータリー」は室内中廊下
にも直径 5m の光庭を 2 ヵ所計画し、園児通行安全を配慮した 2 ヵ所の

「ロータリー」を計画しました。
最後に建学の理念「あかるく」「すなおに」「すこやかに」を基本理念と
して、階段室壁面に配置したオリジナルな世界地図は、将来世界の人々
の為に役立つ人間として育ってほしいとの期待です。　　　（野口健治）

所 在 地：大阪府泉南市
用　　途：認定こども園
竣　　工：2019.03
構造規模：RC 造
　　　　　地上 2 階
敷地面積：4,645.35㎡
建築面積：1,362.96㎡
延床面積：2,079.93㎡
写　　真：吉田正友
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
中
旬
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術

館
か
ら
始
ま
っ
た
「
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
」
展
の
巡
回
先
で
前
川
國
男
の
遺
作

の
一
つ
で
あ
る
新
潟
市
美
術
館
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
。
同
展
で
は
、
前
川
國
男
の
出
発
点
と
な

る
東
京
帝
室
博
物
館
コ
ン
ペ
（
一
九
三
一
年
）
落

選
案
の
模
型
制
作
と
配
置
図
再
現
を
依
頼
さ
れ
、

学
生
た
ち
と
残
さ
れ
た
数
少
な
い
雑
誌
資
料
か
ら

何
と
か
形
に
し
て
出
展
し
た
。そ
ん
な
経
緯
か
ら
、

「
戦
前
期
の
前
川
國
男
の
コ
ン
ペ
案
を
め
ぐ
っ
て
」

と
題
す
る
講
演
会
に
招
か
れ
た
の
で
あ
る
。
前
回

訪
れ
た
の
は
、「
生
誕
一
〇
〇
年
前
川
國
男
建
築

展
」
が
巡
回
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
な
の
で
、
十
三

年
ぶ
り
と
な
る
。新
潟
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、

信
濃
川
に
架
か
る
万
代
橋
を
渡
る
と
、
十
分
ほ
ど

で
美
術
館
に
到
着
す
る
。
日
本
海
を
臨
む
海
岸
ま

で
約
五
〇
〇
ｍ
、
海
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。

　

前
面
道
路
を
挟
む
対
面
に
は
、
美
術
館
と
共
に

前
川
の
設
計
で
整
備
さ
れ
た
西
大
畑
公
園
が
あ
る
。

訪
れ
る
と
、
桜
の
木
の
下
で
、
地
元
の
祭
り
だ
ろ

う
か
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
楽
し
そ
う
に
弁
当
を

広
げ
、子
供
た
ち
が
走
り
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

深
緑
色
の
炻
器
質
の
打
込
み
タ
イ
ル
の
外
壁
と
独

特
な
彫
り
の
深
い
窓
周
り
の
デ
ィ
テ
ー
ル
で
構
成

さ
れ
た
重
量
感
の
あ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
集
合
体
が
、
強
い
存
在
感
を
持
っ
て
そ
の
光

景
を
包
み
込
ん
で
い
た
。
一
九
八
五
年
十
月
、
前

川
の
亡
く
な
る
半
年
前
の
開
館
か
ら
早
く
も
三
十

四
年
、
周
囲
の
樹
木
も
大
き
く
育
ち
、
美
術
館
を

含
む
こ
の
場
所
一
体
が
落
着
い
た
雰
囲
気
に
成
熟

し
、
上
手
に
歳
を
重
ね
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
こ

と
が
、
今
回
の
再
訪
の
何
よ
り
の
収
穫
だ
っ
た
。

　

国
の
合
同
庁
舎
に
隣
接
す
る
旧
刑
務
所
跡
地
に

建
つ
こ
の
美
術
館
の
基
本
計
画
が
発
表
さ
れ
た
の

は
、
一
九
八
二
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
続
く
六

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
前
川
の
他
に
、
大
髙
正

人
、
佐
藤
武
夫
、
環
境
・
建
築
研
究
所
、
安
井
建

築
設
計
事
務
所
、
新
潟
県
建
築
設
計
協
同
組
合
の

六
社
に
よ
る
指
名
設
計
競
技
が
行
な
わ
れ
、
入
選

し
た
前
川
案
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。審
査
員
は
、

委
員
長
の
芦
原
義
信
と
近
江
栄
、
池
原
義
郎
ら
が

務
め
た
。
簡
易
な
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
コ
ン
ペ
が
一

般
化
し
た
現
在
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
が
、
当

時
の
応
募
要
項
を
見
る
と
、
パ
ネ
ル
張
り
Ａ
１
サ

イ
ズ
の
縮
尺
一
／
五
〇
〇
の
配
置
図
、
一
／
二
〇

〇
の
一
般
図
、
内
観
透
視
図
二
枚
と
、
一
／
二
〇

〇
の
模
型
と
詳
細
な
説
明
書
の
提
出
を
求
め
る
な

ど
、
本
格
的
な
コ
ン
ペ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

私
事
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
四
月
に
前
川
事
務

所
に
入
所
し
た
筆
者
は
、
こ
の
時
、
国
立
音
楽
大

学
附
属
幼
稚
園
（
一
九
八
三
年
）
の
設
計
チ
ー
ム

の
末
席
に
い
た
が
、
同
期
の
日
本
大
学
卒
の
横
山

聡
が
こ
の
美
術
館
の
コ
ン
ペ
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て

い
た
。
前
川
没
後
の
二
〇
〇
六
年
、
彼
が
、
当
時

の
様
子
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
「
一
九
八
二
年
、
前
川
事
務
所
は
、
新
潟
市
美

術
館
の
コ
ン
ペ
に
指
名
さ
れ
た
。（
中
略
）
ま
だ
、

新
幹
線
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
飛
行
機

で
現
地
説
明
会
へ
行
っ
た
。
新
潟
は
（
前
川
）
先

生
が
幼
少
の
頃
を
過
ご
し
た
場
所
で
あ
る
。
コ
ン

ペ
へ
の
意
欲
も
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

先
生
の
案
と
チ
ー
フ
案
が
、
平
行
し
て
す
す
め
ら

れ
た
。
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
、
案
を
作
成
す

る
の
が
、
私
の
役
目
だ
っ
た
。
先
生
は
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
氏
病
で
、
手
が
ふ
る
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
が
、
毎
日
の
よ
う
に
私
の
机
に
来
て
、
ス

ケ
ッ
チ
を
し
て
行
く
。
平
面
や
断
面
、立
面
、パ
ー

ス
な
ど
が
、
ロ
ー
ル
ト
レ
ぺ
に
描
か
れ
る
。
そ
れ

を
、
翌
日
ま
で
に
形
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ス
タ
デ
ィ
段
階
で
あ
る
か
ら
、
ス
ケ
ッ
チ

は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
。一
日
で
整
理
す
る
の
は
、

至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
、
単

位
空
間
の
組
み
合
わ
せ
、
チ
ュ
ー
ブ
、
吹
き
抜
け
、

自
然
採
光
、
光
の
コ
ン
バ
イ
ン
、
イ
ン
バ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
屋
根
、
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
さ
れ

た
。（
中
略
）
先
生
に
は
、
昔
の
新
潟
の
風
景
と

し
て
、
掘
り
割
り
と
柳
、
信
濃
川
に
か
か
る
万
代

橋
、イ
タ
リ
ア
軒（
ホ
テ
ル
）が
、強
く
印
象
に
残
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
向
か
い
側
の
公
園
に
、
掘
り
割

り
と
柳
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

提
出
前
、
追
い
込
み
で
休
日
も
事
務
所
に
出
て
い

る
と
、
先
生
が
、
差
し
入
れ
を
持
っ
て
現
れ
た
り

し
た
。
そ
の
年
の
秋
、
コ
ン
ペ
で
一
等
に
な
っ
た

と
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。」（
横
山
聡
「
前
川
國
男
の

最
晩
年
」﹃
前
川
國
男
・
弟
子
た
ち
は
語
る
﹄
建

築
資
料
研
究
社
二
〇
〇
六
年
）

　

コ
ン
ペ
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
は
、
一
九
五
五
年
の

入
所
で
、
東
京
文
化
会
館
（
一
九
六
一
年
）
や
東

京
都
美
術
館
（
一
九
七
五
年
）
な
ど
を
担
当
し
た

ベ
テ
ラ
ン
の
高
橋
義
明
が
務
め
、
彼
の
下
に
、
一

九
七
四
年
入
所
の
後
藤
伸
一
と
横
山
、
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
入
所
し
た
ば
か
り
の
横

内
敏
人
が
加
わ
っ
て
い
た
。
説
明
書
は
後
藤
が
、

透
視
図
と
説
明
書
の
イ
ラ
ス
ト
は
横
内
が
担
当

し
、コ
ル
ク
製
の
模
型
は
学
生
た
ち
が
制
作
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
一
九
八
〇
年
前
後
は
、
最
晩

年
の
前
川
が
、
熊
本
県
立
劇
場
（
一
九
八
二
年
）、

国
立
音
楽
大
学
講
堂
（
一
九
八
三
年
）、
石
垣
市

民
会
館
（
一
九
八
六
年
）
の
指
名
コ
ン
ペ
に
連
続

当
選
を
果
た
し
、
若
手
を
中
心
に
生
き
生
き
と
仕

事
を
し
て
い
た
最
後
の
時
期
に
あ
た
る
。
横
山
の

回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
前
川
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
氏
病
で
不
自
由
に
な
り
な
が
ら
も
、
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
空
間
構
成
）
の
方
法
論
の
追
求
を
亡
く
な

る
ま
で
続
け
て
い
た
。
前
川
の
没
後
に
計
画
さ
れ

た
常
設
展
示
室
の
増
築（
一
九
九
四
年
）で
は
、
す

で
に
独
立
し
て
い
た
後
藤
と
横
山
の
代
わ
り
に
、

高
橋
の
下
で
筆
者
が
設
計
を
担
当
す
る
。
今
は
そ

の
高
橋
も
若
く
し
て
急
逝
し
た
横
山
も
鬼
籍
に

入
っ
た
。
し
か
し
、
前
川
が
生
誕
地
で
幼
少
期
を

過
ご
し
た
第
二
の
故
郷
で
も
あ
る
新
潟
に
遺
し
た

こ
の
美
術
館
は
、
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
建
築

に
命
を
注
ぎ
続
け
た
前
川
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

展示室ロビーから入口方向を見る

西大畑公園から見る美術館全景

新潟市美術館　1985 年
第 2 の故郷新潟に残した遺作

記憶の建築
松隈　洋
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審査委員長　　乾　久美子
1969年 大阪府生まれ  
1992年 東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996年 イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000年　青木淳建築計画事務所勤務  
2000年 乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001年　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016年　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016年～ 横浜国立大学大学院Y-GSA教授

審
査
総
評建

築
人
賞
審
査
委
員
長　

乾　

久
美
子

　　

こ
の
度
は
、
第
一
一
回
を
迎
え
ま
し
た
大
阪
府
建
築

士
会
主
催
の
建
築
人
賞
の
審
査
委
員
長
に
ご
指
名
を
頂

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
数
時
間
掛
け

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
島
田
陽

（※1）
、
香
川
貴
範

（※2）
両
氏
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
審
査
を
し
、
建
築
人
賞

二
作
品
と
奨
励
賞
二
作
品
、
佳
作
四
作
品
を
選
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
築
人
賞
で
す
が
、会
報
誌
﹃
建
築
人
﹄
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
選
定
し
ま

す
。
先
ず
は
誌
面
に
て
一
次
審
査
を
行
い
、
一
般
・
住

宅
部
門
を
合
わ
せ
て
一
〇
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ

の
一
次
審
査
通
過
作
品
に
は
、
設
計
者
に
追
加
詳
細
資

料
を
提
出
し
て
頂
き
、
そ
の
資
料
を
読
み
込
む
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
の
建
築
人
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
は
汲
み
取
れ

な
い
情
報
も
含
め
て
判
断
し
ま
し
た
。
審
査
方
法
に
つ

い
て
は
、
前
任
の
審
査
委
員
長
で
あ
ら
れ
た
古
谷
誠
章

先
生
の
際
に
は
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
現
地

審
査
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
回
は
誌
面
と
補

足
の
追
加
詳
細
資
料
を
基
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
資
料
等
だ
け
の
審
査
の
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。
魅

力
的
で
気
に
な
る
作
品
も
数
多
く
あ
り
、
い
つ
か
現
地

を
訪
れ
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

先
ず
は
一
般
部
門
で
す
が
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
設
計
部

や
組
織
設
計
事
務
所
の
作
品
が
多
く
、
密
度
感
が
あ

り
ま
し
た
。
技
術
力
だ
け
で
な
く
作
品
性
も
高
い
も
の

が
集
ま
っ
て
い
て
、
大
変
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
続
く
住
宅
部
門
は
、
普
段
東
京

で
設
計
し
て
い
る
私
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
少
し
違
う

文
脈
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
作
品
が
多

く
、
関
西
圏
な
ら
で
は
の
地
域
性
が
感
じ
ら
れ
て
、
興

味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
報
誌
﹃
建
築
人
﹄
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
欄
は
、
全

て
の
建
築
士
の
作
品
を
対
象
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
は
ア
ト
リ
エ
事
務
所
の
若

い
設
計
者
の
応
募
が
少
な
い
と
い
う
印
象
が
し
ま
し
た
。

最
近
の
関
西
は
、
若
く
素
晴
ら
し
い
建
築
家
が
多
く

活
躍
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
方
も
ど
ん
ど
ん
応
募
さ
れ
る
よ
う
な
賞

に
な
っ
た
方
が
、
よ
り
一
層
こ
の
「
建
築
人
賞
」
が
盛

り
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
応
募
者

は
、
大
阪
の
地
に
建
つ
作
品
だ
け
で
な
く
、
ま
た
大
阪

府
建
築
士
会
会
員
の
方
だ
け
の
賞
で
も
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
関
西
圏
の
様
々
な
方
が
応
募
す
る
よ
う
な

賞
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
賞
の
仕
組
み
と
い

う
も
の
が
、
変
え
ら
れ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
検

討
さ
れ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

審
査
の
際
に
気
が
付
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
欄
に
は
写
真
と
設
計
趣
旨
の
み
で
、
図
面
の
掲
載

が
あ
り
ま
せ
ん
。
建
築
作
品
を
味
わ
う
情
報
と
し
て
は

や
や
物
足
り
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
や
は
り
プ
ラ
ン
的

な
情
報
も
誌
面
に
載
せ
た
ほ
う
が
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

関
西
圏
の
作
品
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
機
会
は
な
か
な
か

無
く
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
と
こ
の
よ
う
な
賞
を

審
査
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
の
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
非

常
に
面
白
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
色
々
な
発

見
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く
審
査
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
１  

タ
ト
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
／
島
田
陽
建
築
設
計
事
務
所 
代
表

※
２  SPA

CESPA
CE

一
級
建
築
士
事
務
所 

代
表

●
目
的

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
で
は
会
報
誌
「
建
築

人
」
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
は
第

六
五
八
号
を
数
え
ま
し
た
。
本
会
の
会
員
に
と
っ
て
重
要

な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
建
築
作
品
発
表
の
機
会

を
設
け
、
建
築
技
術
の
普
及
や
会
員
の
相
互
研
鑽
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
建
築
人
賞
」
は「
建
築
人
」
のGA

LLERY

頁
に
掲
載

さ
れ
た
全
作
品
の
中
か
ら
特
に
機
能
性
、
社
会
性
、
デ
ザ

イ
ン
性
、
先
進
性
な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
す

る
こ
と
で
、
建
築
技
術
の
進
展
、
建
築
文
化
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
建
築
人
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ

り
高
め
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。

●
審
査
経
過

　

審
査
は
公
平
性
を
重
視
す
る
た
め
、
主
に
関
西
以
外
を

拠
点
と
し
て
活
躍
す
る
建
築
関
係
者
、
学
識
経
験
者
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
第
一
一
回
か
ら
は
横
浜
国
立
大

学
大
学
院
教
授
の
乾
久
美
子
氏
を
審
査
委
員
長
と
し
て

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
は
二
〇
一
八
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品

三
三
点
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
一
次
審
査
は
誌
面
よ
り

一
般
・
住
宅
部
門
を
合
わ
せ
て
計
一
一
作
品
を
選
出
、
そ

の
後
、
設
計
者
か
ら
追
加
で
提
出
さ
れ
た
詳
細
資
料
を

も
と
に
、
三
月
一
八
日
に
本
会
会
議
室
で
二
次
審
査
を
行

い
、
最
終
的
に
建
築
人
賞
二
点
、
奨
励
賞
二
点
、
佳
作
二

点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、

社
会
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
表
彰
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
建

築
の
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
、
建
築
文
化
の
醸
成
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
頂
き
、
建
築
人
賞
が
大
阪
か
ら
魅
力
あ
る
建
築

情
報
を
発
信
す
る
動
機
と
し
て
成
長
発
展
し
て
い
く
よ

う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

建
築
情
報
部
門
長　

飯
田
英
二

第
11
回
　
建
築
人
賞
発
表

主
催
‥
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
建
築
士
会

建築人賞記念盾「未来へ！」
グラスアーティスト  三浦啓子作
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設　計／竹中工務店
施　工／竹中工務店

建築位置／大阪府茨木市
竣工年月／ 2018 年 8 月
用　　途／展示場
構造・規模／ S 造 1 階
敷地面積／ 5,905.49㎡
建築面積／ 2,143.11㎡
延床面積／ 1,978.70㎡
写　　真／ Nacasa&Partners Inc.
　　　　　NAKAMICHI ATSUSHI

設　計／井上久実設計室
施　工／西友建設

建築位置／大阪府枚方市
竣工年月／ 2018 年 4 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造平屋建
敷地面積／ 355.45㎡
建築面積／ 117.59㎡
延床面積／ 116.76㎡
写　　真／冨田英次

【
選
評
】

国
道
沿
い
の
交
差
点
に
位
置
す
る

カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
、
単
に
車
を
見
せ
る
だ
け
で
な

く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ

ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
案
と
共
に
、
車
と
人

の
関
係
性
を
か
え
て
い
こ
う
と
い
う

意
図
を
う
ま
く
建
築
の
形
に
結
び
付

け
て
い
ま
す
。
大
き
な
面
を
ぐ
る
り

と
丸
め
て
、
建
築
全
体
を
一
枚
の
曲

面
と
し
て
大
胆
に
表
現
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
防
水
な
ど
の

技
術
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
と

て
も
良
く
出
来
た
建
築
だ
と
思
い
ま

し
た
。
世
代
的
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
建

築
に
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
設
計

者
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
楽
し
み
な
が

ら
つ
く
っ
た
感
じ
が
し
て
、
そ
の
伸

び
や
か
な
表
現
に
感
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
ン
や
照
明
な
ど
細
部
に

至
る
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

て
、
建
築
と
し
て
総
合
的
に
優
れ
た

作
品
で
し
た
。

【
選
評
】

親
の
敷
地
内
に
子
世
代
の
住
宅
を
建

て
る
計
画
で
す
が
、
大
き
な
敷
地
の

中
に
傾
斜
が
あ
り
、
低
層
分
棟
形
式

の
建
築
を
そ
っ
と
置
い
て
い
る
の
が

好
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
道
路
側
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
可
憐
に
咲

い
た
ツ
ツ
ジ
が
の
り
面
に
植
樹
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
愛
ら
し
い
庭
の

風
景
に
、
新
し
い
増
築
棟
が
と
て
も

よ
く
馴
染
ん
で
見
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
豊
か
さ
を
伴
う
建
築
は
、
既

存
の
恵
ま
れ
た
環
境
が
な
い
と
つ
く

れ
な
い
の
で
、
う
ら
や
ま
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
奇
を
て
ら
わ
ず
、
妥
当
で

倫
理
性
の
高
い
感
覚
を
持
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
心

し
ま
し
た
。
作
品
名
に
も
な
っ
て
い

る
ク
ロ
ス
ル
ー
フ
の
効
果
も
面
白

く
、
単
調
に
な
り
が
ち
な
住
宅
街
の

風
景
に
対
し
、
リ
ズ
ム
を
そ
え
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ

ン
の
中
に
隣
と
の
関
係
に
配
慮
し
た

様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
て
も
良
い
と

感
じ
ま
し
た
。

建築人2018年12月号掲載

建築人2018年6月号掲載

建
築
人
賞　

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
大
阪
名
神
茨
木
店

建
築
人
賞　

CRO
SS RO

O
F

の
家
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設　計／竹中工務店
施　工／竹中工務店

建築位置／兵庫県川西市
竣工年月／ 2018 年 2 月
用　　途／研修所
構造・規模／木造（一部 RC・S）
　　　　　　地上 3 階地下 1 階
敷地面積／ 79,889.76㎡
建築面積／ 328.90㎡
延床面積／ 1,209.20㎡
写　　真／伊藤　彰 /aifoto.jp

建築主／デジタル アトン
設　計／樫永一男建築研究所
施　工／貫山建設

建築位置／大阪市西区
竣工年月／ 2018 年 1 月
用　　途／店舗付き共同住宅
構造・規模／鉄筋コンクリート造
　　　　　　地上 10 階建
敷地面積／ 91.77㎡
建築面積／ 69.02㎡
延床面積／ 673.47㎡
写　　真／松村芳治

【
選
評
】

狭
小
な
敷
地
の
中
で
の
一
〇
階
建
て
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
塔
の
よ
う
な

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
プ
ラ
ン
と
構
造
を
工
夫
を
し
な
い
と
、
普
通
に
は
建

た
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
天
空
率
を
使
い
な
が
ら
高
層
化
し
、
フ
ァ
サ
ー
ド
を

途
中
で
ず
ら
す
だ
け
と
い
う
単
純
な
操
作
で
、
単
調
さ
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
・
階
段
コ
ア
を
納
め
二
方
向
避
難
を
と
る

な
ど
大
変
難
し
い
平
面
計
画
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
っ
と
解
い
て
い
る

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
住
戸
内
部
で
は
入
っ
て
直
ぐ
に
ち
ょ
っ
と
し
た

壁
が
あ
っ
て
キ
ッ
チ
ン
を
隠
て
る
配
慮
が
あ
っ
た
り
と
、
使
い
や
す
そ
う
な
住

宅
に
な
っ
て
い
て
細
部
ま
で
良
く
で
き
て
い
る
と
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
賃
貸

と
い
う
条
件
下
で
、
靭
公
園
を
見
渡
せ
る
好
立
地
を
活
か
し
て
い
る
良
い
作
品

と
思
い
ま
し
た
。

【
選
評
】

既
存
の
研
修
施
設
に
隣
接
す
る
形
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
用
い
て
増
築
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
構
造
と
意
匠
を
意
欲
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
作
品
で
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
標
準
架
構
に
よ
る
ポ
ツ
窓
を
さ
け
、
鋼
板
補
強
に
よ
り
垂
れ
壁
・
腰

壁
の
な
い
開
口
部
の
実
現
や
、
床
板
の
コ
ー
ナ
ー
二
方
向
は
ね
出
し
の
実
現
な

ど
、
従
来
の
制
約
を
高
い
技
術
力
で
ク
リ
ア
し
、
意
匠
と
し
て
も
良
く
練
ら
れ

た
力
作
で
す
。
床
下
を
利
用
し
た
空
調
や
、
二
重
壁
に
よ
る
木
造
の
遮
音
問
題

の
解
決
な
ど
に
も
工
夫
が
随
所
に
み
ら
れ
大
変
よ
く
出
来
た
建
築
だ
と
思
い
ま

す
。
設
計
・
施
工
を
併
せ
も
つ
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
ら
し
い
技
術
ト
ラ
イ
ア
ル
で
、

こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
の
可
能
性
の
広
が
り
を
予
感
さ
せ
る
作
品
だ
と
思
い

ま
し
た
。

建
築
人
賞
奨
励
賞　

竹
中
研
修
所
「
匠
」
増
築

建
築
人
賞
奨
励
賞　

A
legria Residence U

tsubo Park

実
施
要
項
及
び
経
過

●
対
象
作
品

　

会
報
誌
建
築
人
二
〇
一
八
年
一
月
号
〜
二
〇
一
八
年
一
二
月
号

　
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」
掲
載
作
品
三
三
点

●
審　
　

査

　

第
一
次
審
査
（
三
三
点
か
ら
一
一
点
選
出
）

　

第
二
次
審
査
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
二
名
参
加
）

　
　
　
　
　
　
　

島
田　

陽　

タ
ト
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
陽
建
築
設
計
事
務
所 

代
表

　
　
　
　
　
　
　

香
川
貴
範　

SPA
CESPA

CE

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
級
建
築
士
事
務
所 

代
表

●
表
彰
式

　

令
和
元
年
度
定
時
総
会
・
式
典　

席
上

　

日
時
／
令
和
元
年
五
月
二
二
日
㈬

　

会
場
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪 

三
階

●
入
賞
作
品

　

建

築

人

賞

	

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
大
阪
名
神
茨
木
店

		


二
〇
一
八
年
一
二
月
号
掲
載

	
CRO

SS RO
O

F

の
家	

二
〇
一
八
年　

六
月
号
掲
載

　

建
築
人
賞
奨
励
賞

	

竹
中
研
修
所
「
匠
」
増
築	

		


二
〇
一
八
年　

六
月
号
掲
載

	
A

legria Residence U
tsubo Park

		


二
〇
一
八
年　

三
月
号
掲
載

　

建
築
人
賞
佳
作

	

菅
原
天
満
幼
稚
園	

二
〇
一
八
年
一
〇
月
号
掲
載

	

日
本
圧
着
端
子
製
造 

名
古
屋
技
術
セ
ン
タ
ー

	

別
館 

︱Petali

︱	

二
〇
一
八
年
一
二
月
号
掲
載

	

岸
和
田
の
家	

二
〇
一
八
年　

九
月
号
掲
載

	
a tw

igs house	

二
〇
一
八
年　

三
月
号
掲
載

建

築

人

賞　

設
計
者
に
賞
状
お
よ
び
記
念
盾
を
授
与
、

　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
主
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈

建
築
人
賞
奨
励
賞　

建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈

建
築
人
賞
佳
作　

建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈
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設　計／アバクス・アーキテクツ
施　工／眞正工業

建築位置／大阪市東淀川区
竣工年月／ 2018 年 2 月
用　　途／幼稚園
構造・規模／混構造 地上 2 階
　　　　　　（1階 RC造、2階 鉄骨造）
敷地面積／ 1,326.54㎡
建築面積／ 274.49㎡
延床面積／ 465.43㎡
写　　真／笹倉洋平

設　計／マニエラ
　　　　建築設計事務所
施　工／建築工房小林

建築位置／兵庫県芦屋市
竣工年月／ 2017 年 11 月
用　　途／専用住宅
構造設計／うきょう建築構造事務所
構造・規模／木造平屋建
敷地面積／ 978.25㎡
建築面積／ 148.14㎡
延床面積／ 133.32㎡
写　　真／下村写真事務所

設計監理／大西憲司設計工房
施　工／匠家具工芸

構造監理／天野一級建築構造
　　　　　設計事務所
建築位置／大阪府岸和田市
竣工年月／ 2018 年 6 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造（在来工法）
　　　　　　地上 2 階
敷地面積／ 380.00㎡
建築面積／ 155.00㎡
延床面積／ 172.19㎡
写　　真／福澤昭嘉

建
築
人
賞
佳
作　

菅
原
天
満
幼
稚
園

建
築
人
賞
佳
作

日
本
圧
着
端
子
製
造 

名
古
屋
技
術
セ
ン
タ
ー
別
館 

︱Petali

︱

建
築
人
賞
佳
作　

岸
和
田
の
家

建
築
人
賞
佳
作　

a tw
igs house

設　計／ Atelier KISHISHITA
施　工／波多野工務店

建築位置／愛知県みよし市
竣工年月／ 2018 年 4 月
用　　途／研究所
構造・規模／壁式 RC 造 1 階
敷地面積／ 18,236.98㎡
建築面積／ 546.60㎡
延床面積／ 613.08㎡
写　　真／絹巻　豊

【
選
評
】

と
て
も
工
芸
的
で
、
新
し
く
焼
い
た
と
思
わ
れ
る
外

装
タ
イ
ル
に
よ
る
外
観
と
、
精
緻
な
イ
ン
テ
リ
ア
を

も
っ
た
美
し
い
建
築
で
す
。
非
常
に
高
い
技
術
力
で

設
計
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
建
築
に
対
し
て
お
そ
ら
く
大

変
な
時
間
と
労
力
を
か
け
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。
工
場
建
築
を
こ
こ
ま
で
工
芸
的
に
つ
く
る

と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
目
新
し
く
、
さ
す
が
関
西

な
ら
で
は
の
も
の
を
感
じ
ま
す
。
一
般
的
に
工
場
＝

即
物
的
な
表
現
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
の
作
品
に

お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
装
飾
的
な
内
装
の
マ
ッ
チ
ン

グ
は
、
近
未
来
を
予
感
さ
せ
る
ほ
ど
で
す
。「
も
の
」

を
つ
く
る
空
間
が
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
主
題
に
対
し
て
、
色
々
な
意
味
で
考
え
さ
せ
ら

れ
る
建
築
で
す
。

【
選
評
】

既
存
施
設
を
増
改
築
す
る
形
で
計
画
さ
れ
た
幼
稚

園
で
す
が
、
狭
小
な
敷
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
ピ
ロ
テ
ィ
が
特
徴
の
、
と
て
も
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
な
作
品
で
す
。
ピ
ロ
テ
ィ
は
す
こ
し
暗
そ
う

で
、
ト
イ
レ
の
位
置
等
、
色
々
と
謎
め
い
た
部
分
は

あ
る
の
で
す
が
、
ピ
ロ
テ
ィ
壁
の
ゆ
が
ん
だ
円
形
の

穴
を
通
し
て
、
構
造
体
を
遊
具
の
よ
う
に
あ
つ
か
う

と
い
っ
た
挑
戦
が
感
じ
ら
れ
、
魅
力
的
で
し
た
。
立

面
の
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
あ
り
方
も
地
域
の
建
築

と
し
て
非
常
に
面
白
い
存
在
に
な
る
こ
と
に
寄
与

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
近
く
に
行
っ
た
ら
是
非
見
に
行
っ
て
み
た
い
気

が
し
ま
す
。

【
選
評
】

築
三
〇
年
と
い
う
、
比
較
的
新
し
い
木
造
住
宅
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
外
観
は
改
修
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
内
装
的
な
作
品
で
は
あ
る
も
の
の
、

が
ら
り
と
雰
囲
気
を
替
え
、
す
ご
く
快
適
そ
う
な
住

宅
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
既
存

の
庭
が
、
活
き
活
き
と
し
た
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
て
、
施
主
も
喜
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

し
ま
し
た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
苦
労
の
多
い
仕

事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
引
き
受
け
て
誠
実
に
機

能
的
か
つ
モ
ダ
ン
に
つ
く
り
替
え
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
は
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ら

し
さ
」
を
追
求
す
る
作
品
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
行
為
の
対
象
化
が
必
要
で
な
く
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
選
評
】

一
般
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
山
荘
の
よ
う
な
環
境
を
も

つ
住
宅
が
存
在
す
る
の
は
阪
神
間
な
ら
で
は
で
、
他

の
地
域
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
の
住
宅
で

す
。
プ
ラ
ン
は
単
純
な
一
文
字
で
き
れ
い
に
納
め
る

よ
う
計
画
さ
れ
て
お
り
、
眼
の
前
の
崖
に
対
し
て
の

開
か
れ
方
も
と
て
も
気
持
ち
良
く
、
快
適
な
住
宅
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
一
方
で
、
サ
ー
バ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
と
比
べ
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン

グ
な
ど
は
も
う
少
し
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
芦
屋
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
豪
華
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
慎

み
深
い
外
観
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の
開
拓

者
で
あ
ろ
う
第
一
世
代
の
「
品
」
の
よ
う
な
も
の
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。



2019.07  建築人 16

株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

人 に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計
TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）
大阪市中央区本町橋５番１４号

（オージービル本町橋３階）
大 阪 ・ 東 京 ・ 滋 賀 ・ 九 州

徳 岡 浩 二

四会共同まちづくり提言書を実現させよう！

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

暑中お見舞申し上げます

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

令和元年、新たな気持ちでスタートです

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

暑中見舞 2019
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

亀 井　忠 夫
 

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

暑中お見舞い申し上げます

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

暑中おみまい申しあげます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

暑中見舞 2019

佐 野 吉 彦

大阪本店

東京本店

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００

取締役社長 佐々木　正 人

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

常務執行役員関西支店長 加賀田 健 司

建 設 会 社

奥 村 雅 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
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「サービス提供」から「価値共創」へ

井 上　一 朗会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

〒530-0055
大阪市北区野崎町９番８号 永楽ニッセイビル
TEL（06）6363-4077 FAX（06）6363-4079
ホームページ https://www.osdenkyo.or.jp/

建材・設備会社 他

暑中見舞 2019

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

ISO9001
ISO14001
認証取得

■本社・工場　〒708-0011  岡山県津山市上田邑3235-2
TEL (0868) 28-0171㈹　FAX (0868) 28-4254

小荷物専用昇降機 / ダムウェーター
人荷用 ・荷物用エレベーター
いす式階段昇降機 /自由生活

総合エレベーターメーカー

本社︓大阪市西区京町堀 1-12-20
TEL︓0120-07-0570
HP︓www.kumalift.co.jp

カメラ＋タッチパネル付きディスプレイを
搭載した新型ダムウェーター

大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

修成建設専門学校
理 事 長　山 下 裕 貴

〒555-0032 大阪市西淀川区大和田 5丁目 19 番 30 号
TEL.06－6474－1644

学校法人 修成学園

建築・インテリア・土木・造園
建設のすべては、修成で学ぶ

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

DESIGNER’S NETWORK

株式会社　ディーネット
代表取締役　宗　次　健　太

〒660-0828 尼崎市東大物町２－１－２１　TEL.（06）6483－6308

中和印刷紙器株式会社
〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53番地
TEL.（073）431-4411 FAX.（073）431-8188since 1936

ネットショップも好評営業中
中和印刷 検索

URL http://www.chuwa-print.com/

変形うちわ
丸うちわ
かわいい形の
はがきなど

広告、イベント情報などを載せると、
宣伝効果もバツグン！

オリジナル紙製グッズ  　　　

建材・設備会社 他

暑中見舞 2019
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2019

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 12 回 対象作品
「建築人」2019 年１月号から 2019 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　　  （賞状と記念盾）
建築人賞奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には賞状授与

■ 受賞発表
建築人 2020 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
担当／母倉政美
TEL 06-6947-1961　　  FAX 06-6943-7103

■ 審査委員長　乾 久美子 
1969　大阪府生まれ  
1992　東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996　イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000　青木淳建築計画事務所勤務  
2000　乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016～　横浜国立大学大学院Y-GSA教授

第 12 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会
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（公社）大阪府建築士会　社会貢献部門　“住宅を設計する仲間達”委員会

18-19
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建築人　7
　　　　　　　　　 　 2019

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人代表　北　聖志
　　　　編集人　　　梅田武宏　　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
九

　
　

住
宅
博
で
の
相
談
２

　

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
の
相
談
委
員
会
で
は
、毎
週
土
日
に
な
ん
ば

住
宅
博
と
堺・泉
北
住
宅
博
に
相
談
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
の
間
に
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。今
月
も
先
月
に
引
き
続

き
住
宅
博
で
受
け
た
相
談
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

相
談
①
戸
建
て
以
外
の
相
談
も

　

住
宅
展
示
場
で
の
相
談
で
す
が
、戸
建
住
宅
以
外

の
相
談
、新
築
以
外
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。「
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
戸
境
壁
を
と
っ
て
広
く
し
た
い
。ベ
ラ
ン
ダ

の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
出
入
り
し
て
い
る
が
、寒
い

の
で
囲
い
た
い
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
は
ど
こ
に
頼

ん
だ
ら
い
い
の
？
」「
購
入
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
不
具
合

箇
所
が
あ
る
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」「
長
屋
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
い
。真
ん
中
の
区
画
な
の
で
光
が
入

ら
な
い
。ど
ん
な
工
夫
が
で
き
る
か
？
」「
台
風
に
よ
り

屋
根
に
被
害
が
発
生
し
た
。展
示
場
の
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
屋
根
が
い
い
の
か
？
」「
母
が
住
ん
で
い
た
長
屋
の
部

分
解
体
を
計
画
し
て
い
る
が
、注
意
点
は
あ
る
か
？
」

「
建
売
住
宅
の
間
取
り
相
談
」「
鉄
骨
造
の
中
古
物

件
購
入
に
つ
い
て
。そ
の
物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
」

相
談
②
純
粋
な
建
築
相
談

　

雑
談
の
よ
う
な
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。分
類
し

に
く
い
相
談
も
多
い
で
す
。「
現
在
工
務
店
と
契
約
に

向
け
て
打
ち
合
わ
せ
中
。大
工
の
腕
に
よ
っ
て
差
が
で

き
る
と
聞
い
た
が
実
際
は
ど
う
か
」「
間
口
の
狭
い
敷

地
を
所
有
し
て
い
る
。建
替
え
計
画
を
し
た
が
頓
挫
し

た
。耐
震
と
断
熱
が
気
に
な
る
。重
量
鉄
骨
が
い
い
と

聞
い
た
。見
積
も
り
が
細
か
す
ぎ
て
素
人
で
は
理
解
で

き
な
か
っ
た
。」「
一
階
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、二・三
階

木
造
の
建
物
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
建
て

替
え
る
こ
と
は
可
能
か
？
」「
外
構
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
」

「
以
前
に
一
階
の
壁
を
と
っ
て
ガ
レ
ー
ジ
に
し
た
。昨
年

　
　
編
集
後
記

三
谷
勝
章

　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
春
、
秋
の
期
間
も

短
く
感
じ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
で
は
気
温
上
昇
も
世
界
の
中
で
も
早
い
ペ
ー
ス

で
上
昇
し
、
最
高
気
温
の
更
新
、
真
夏
日
、
猛
暑

日
の
日
数
の
増
加
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
大
雪
、
雹
の

増
加
と
共
に
、
自
然
生
態
系
の
変
化
と
し
て
植
生

や
野
生
生
物
の
分
布
変
化
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
の
影
響
に
対
す
る
建
築
の
適
応
が
求
め

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
住
ま
い
の
あ
り
方
、
都
市
空

間
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
働
き
方
の
変
化
、
モ
ノ
消
費
よ
り
も
コ
ト
消

費
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在
り
方
、

超
高
齢
化
へ
の
人
口
構
成
の
変
化
と
様
々
な
世
の

中
の
変
化
と
多
様
性
を
い
か
に
繋
げ
、
良
い
社
会

と
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
の
設
計
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の

変
化
に
対
応
し
、
人
、
街
、
コ
ト
を
支
え
る
新
た

な
建
築
の
か
た
ち
、
価
値
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
、
こ
の
紙
面
に
関
わ
る
多
様
な
メ
ン
バ
ー

と
共
に
学
び
、
考
え
、
建
築
士
会
会
員
の
皆
様
へ

少
し
で
も
良
質
な
情
報
を
お
届
け
し
、
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

六
月
十
九
日（
水
）
十
六
時
〜
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
五
名 

監
事
一
名

（
１
）
六
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
五
、八

二
一
、二
七
九
円
、
支
出
一
一
、五
八
五
、九
八
五

円
、
差
引
△
五
、七
六
四
、七
〇
六
円
で
、
本
年
度

累
計
の
収
支
差
引
三
四
、八
三
二
、九
〇
一
円
を
報

告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
茨
木
市
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

平
成
三
〇
年
六
月
一
八
日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部

地
震
で
の
災
害
復
旧
及
び
被
災
者
支
援
の
本
会
活

動
に
対
し
て
、
福
岡
洋
一
茨
木
市
長
か
ら
の
感
謝

状
を
岡
本
会
長
に
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
茨
木
市
へ
の
主
な
派
遣
活
動
）

三
〇
年
六
月
二
〇
日
〜
二
八
日
に
応
急
危
険
度
判

定
士
（
延
六
八
名
）

三
〇
年
七
月
一
三
日
〜
八
月
三
一
日
に
住
宅
相
談

会
（
延
六
五
名
）

（
３
）
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
委
員
会
の
活
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
登
録
及

び
業
務
、
受
託
業
務
の
費
用
等
に
関
す
る
運
営
規

程
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
４
）
本
会
が
応
募
者
と
な
り
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ

ン
委
員
会
を
中
心
に
大
阪
府
及
び
住
ま
い
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
事
務
局
・
府
）
と
連
携
し
て
、
消

費
者
向
け
普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
セ
ミ
ナ
ー

開
催
、
テ
キ
ス
ト
作
成
を
行
う
「
空
き
家
等
既
存

住
宅
流
通
市
場
活
性
化
に
資
す
る
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
等
普
及
啓
発
事
業
」
の
た
め
の
助
成
金

（
四
、二
一
二
千
円
）
を
国
交
省
空
き
家
モ
デ
ル
事

業
に
応
募
申
請
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
５
）
日
本
建
築
士
会
連
合
会
の
会
長
表
彰
（
四

名
）
と
伝
統
的
技
能
者
表
彰
（
一
名
）
の
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

耐
震
診
断
を
す
る
と
、壁
を
戻
さ
な
い
と
補
強
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
。補
強
す
る
か
新
築
す
る
か
迷
っ
て

い
る
。」「
宅
地
内
に
隣
地
の
最
終
枡
が
あ
る
。移
設
で

き
る
の
か
？
」「
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
は
安
全
か
？
」「
一
つ
の

土
地・建
物
を
七
人
で
所
有
し
て
い
る
。一
人
が
建
替

え
に
反
対
し
て
い
る
。ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」「
車
を

止
め
る
た
め
に
外
構
を
変
更
し
た
い
。誰
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
？
」「
市
道
に
面
し
て
キ
ッ
チ
ン
の
掃
出
し
窓

が
あ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
付
い
て
い
る
が
、防
犯
対
策
と
し

て
日
中
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」「
鬼
門
に
つ
い
て
聞

き
た
い
」「
し
ば
ら
く
日
本
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
現

在
所
有
し
て
い
る
家
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」「
障
害

を
持
っ
て
い
る
が
、現
在
の
戸
建
て
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

住
み
続
け
る
か
、マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
す
か
？
」

相
談
③
お
金
に
ま
つ
わ
る
相
談

　

展
示
場
で
す
か
ら
お
金
に
ま
つ
わ
る
相
談
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。「
ネ
ッ
ト
上
の
資
金
に
よ
る
税
金
に
つ
い

て
」「
銀
行
か
ら
工
事
資
金
の
融
資
を
受
け
る
場
合
の

担
保
保
証
上
限
は
い
く
ら
か
？
」「
自
宅
を
購
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。七
十
歳
主
人
で
ロ
ー
ン
は
可
能
か
？
」「
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
関
す
る
相
談
」な
ど
な
ど
で
す
。

相
談
件
数
の
ば
ら
つ
き

　

月
ご
と
で
相
談
件
数
を
見
る
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。な
ん
ば
住
宅
博
で
は
、四
月
と

九
月
が
と
も
に
十
四
件
と
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、堺・

泉
北
住
宅
博
で
は
な
ん
ば
住
宅
博
同
様
に
九
月
が

九
件
と
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、な
ん
ば
住

宅
博
の
十
二
月
は
一
日
一
件
以
上
の
相
談
が
あ
り（
相

談
ゼ
ロ
の
日
が
な
い
）、堺・泉
北
住
宅
博
で
は
二
月
が

相
談
実
施
日
八
日
の
う
ち
一
日
し
か
相
談
が
な
い
と
い

う
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ど
ち
ら
の
住
宅
博
も

駅
か
ら
徒
歩
圏
内
で
は
あ
り
ま
す
が
、訪
れ
る
客
層

や
そ
の
ニ
ー
ズ
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
が
集
計
結
果
に

現
れ
て
い
ま
す
。住
宅
博
は
、こ
の
二
つ
の
他
に
大
津・

六
地
蔵
・
彦
根
に
年
に
数
回
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
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HAT house －生きていく住まい－ 　阿曽芙実

　新しい建築が生まれるとき、そこにはすでに歴史がある。この場所の
歴史、住み手の思い出、設計者の経験、それらの文脈を汲み、ひとつ
の新たな歴史（建築）をつくる。この建築が長く愛され、生き続けていく
ために。 
　ひとつの建築が生まれる時、たくさんの「想い」や「期待」がつめ込ま
れて誕生する。これからたくさんの人に愛される建築となることを夢みて。 
　敷地は六甲山脈の麓、神戸市の閑静な住宅地にある。その昔、
段々畑であった石積み擁壁を基盤に今では、六甲山にむかって住宅
が積層している景色の途中にある。日当たりが良く、不揃いな住宅が
建並びながらも、南面（海側）に開いた形状の住居が多く、ある種の均
質さがある。 
　この計画では、内壁を南面（海側）の光に対し斜に構え、壁の軸を
45度に傾けた。外壁は敷地形状通りに東西に細長い長方形とし、45
度に延びる壁を間口5.8m、奥行き13mで一旦、囲いとった形としてい
る。これにより、南の開口に対して5.8mしかなかった奥行きが、斜めに
約8.2mとなることで、光のグラデーションがより明確に現れる。また、
45度に傾けた壁により、東から西に移り変わる光を空間の奥行きの
違いや素材の変化で光がクロスし、溶け合い、多次元にわたり光の
ディメンジョンを感じる。また、プランに回遊性をもたせ、あらゆる方位へ
体感的な奥行きを発生させている。 

撮影：小川重雄　第 63回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品

■プロフィール
阿曽　芙実 
1977 兵庫県神戸市生まれ
2000 金沢工業大学工学部建築学科卒業 
2002 金沢工業大学大学院建築学専攻修了 
2002-2006 小山隆治建築研究所 
2006 阿曽芙実建築設計事務所設立 
2011-2013 大阪人間科学大学非常勤講師 
2008 JIA KINKI U-40設計コンペティション

六甲山上の展望台「優秀賞」を受賞 
2015 第10回 関西建築家新人賞を受賞

■建物データ
設　　計：阿曽芙実建築設計事務所
施　　工：大垣林業株式会社
所 在 地：兵庫県神戸市 
用　　途：事務所併用住宅 
竣　　工：2017 年 9月
構造規模：木造地上 2階
敷地面積：136.10 ㎡
建築面積：80.98 ㎡
延床面積：165.71 ㎡


